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資料１ 現況と原風景の比較による環境変化

これまでの泡瀬沿岸は、過去から埋立や土地利用の変化等、様々な変遷をたどっ
てきた。それらの中から、泡瀬の海を取り巻く環境に最も影響を与えたと見られる
環境の変化点について、以下に示す。
①終戦直後

終戦直後、泡瀬の土地が接収され、米軍飛行場建設によって砂州や半島東側か
ら大量の砂が採取された。泡瀬の原風景はその時に失われている。
また、米軍関係者や泡瀬の土地に戻れない地元住民の集合住宅も建設され、生活排水の一本

化が始まったことから、海への排水流出はその頃から始まったと推察された。

②復帰前後
、 、本土復帰前後から 住宅地の拡張を目的とした大規模な埋立が泡瀬周辺で進み

湿地、内海、塩田が消失した。
埋立とともに住宅、道路等が面整備され、地表のアスファルト舗装、海沿いまで迫る住宅

地を波浪被害から守るために直立護岸等が建設された。このことにより、泡瀬沿
岸の自然海岸は減少した。
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③国体後
昭和 年の国体開催を期に県総合運動公園が整備され、泡瀬を含むその周辺62

では面整備が進行し、住宅地、道路が整備され始めた。住環境が整備されるにと
もない、泡瀬沿岸の人口は急激に増加し、水道の使用量が増大する一方で、下水
道の整備が立ち後れた。現在では、下水道の普及率は高くなったが、約３割の世
帯から、生活排水が排水路を伝って海へ流れる状況となっている。
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資料２ 陸上動物に関する調査方法等

鳥 類１．
既 存 調 査 方 法 ， 調 査 地 点(1)
泡瀬海岸、比屋根湿地における鳥類の既存資料を下表に示す。既存資料調査

は、これらの調査結果を基に行った。また、下表に挙げた調査地点は、下図に
示した。

なお、既存資料の活用は、平成12～15年の最近４年間に行われた定点観察調
査を用いた。

既 存 資 料 一 覧 － 鳥 類 －
調 査 手 法 調 査 年 調 査 内 容

満潮時、干潮ポ イ ン ト セ ン サ ス 、 ラ H6､7､8､9､12､13､14（春 ､ 泡瀬干潟における

インセンサス 夏､秋 ､冬）､H15各月 の シ ギ ･チ ド リ 類 、 サ ギ 類 、時

カモ類等の が、面的に利用場所

把握されている。

泡 瀬 干 潟 を 利 用 す る 鳥 類 の 種

類、個体数が経年的に把握され泡

ている。瀬

ポイントセンサス H13､14（春 ､夏 ､秋 ､冬 、 サギ類やシギ・チドリ類が泡瀬海 ）

移動する岸 H15各月 干潟や比屋根湿地間を

が把握されている。経路

採 餌 行 動 調 査 （ 採 餌 に H13(1回 ) サギ類、シギ・チドリ類の主要

採餌する生物種、要した時間 餌の種類 な種について、 、

大 き さ 、 獲 得 回 数 を 記 が把握されている。及び量

録する方法）

満潮時、干ポ イ ン ト セ ン サ ス 、 ラ H8､9､1 2 ､ 1 3 ､1 4（ 春 ､夏 ､ 比屋根湿地における

） 、 、比 インセンサス 秋､冬 、H15各月 のシギ･チドリ類 サギ類潮時

カモ類等の が、面的に屋 利用場所

把握されている。根

比屋根湿地を利用する鳥類の種湿

類、個体数が経年的に把握され地

ている。

＜ 既 存 資 料 の 鳥 類 調 査 方 法 ＞

○ 生 息 状 況 調 査

生息状況調査は調査対象区域内に設定した5定点において、満潮時と干潮時にポ

イントセンサス法により、観察しうる鳥類についてカウンターを用いて種別個体数

を計数し、鳥相やその分布を観察する方法であり、2名2日間で潮時に合わせ実施。

○ 行 動 調 査

行動調査は調査対象区域内に設定した2定点において、干潮時から満潮時に向か

う時間帯で干潟の変化に伴う飛来行動等を観察する方法、2名で1日の干潮時から満

潮時まで実施。

(2) とりまとめ方法等
泡瀬海岸，比屋根湿地の鳥類の生息状況の現状を把握するために、既存調査を整

理した。調査結果の整理では、出来るだけ図表等を用いて表現した。詳細な整理方
法は以下に示した。

＜泡瀬海岸＞
泡瀬海岸全体の出現種数については、前述した既存調査を基に作成した。
調査は、通信施設前、泡瀬３丁目（旧塩田）前、県総合運動公園前と県総合運動

公園西側の４～５地点で実施されており、このうち、通信施設前、泡瀬３丁目（旧
塩田）前、県総合運動公園前の３地点の成果を活用した。

泡瀬海岸の現況の把握は、最近４年間（平成12～15年度）の監視調査（５～６地
点の定点調査）を基に整理した。これらの調査は、確認された全ての鳥類の干潟上
での活動位置が示されており また 満潮時の休息場所や 主な鳥類の採餌行動 餌、 、 、 （
種、餌量）についての調査も行われていることから、これらを整理、分析すること
により水質浄化のメカニズムの検討に有効に活用できるものと思われる。

＜比屋根湿地＞
比屋根湿地の最近４年間（平成12～15年度）の監視調査（１地点の定点調査）を

基に整理した。比屋根湿地は満潮、干潮時ともに多くの鳥類による利用があり、各
潮時の鳥類の出現種ごとの個体数が示されている。また、満潮時の休息場所、採餌
場所としての利用が明らかにされている。

比屋根湿地は干潟、水路、マングローブ、ヨシ原と環境が多様であり、水辺の鳥
だけでなく、陸の鳥にも利用されており、採餌や休息、ねぐら、繁殖などの「場」
としての機能を備えているものと思われ、これらの調査結果を整理・分析すること
により、水質浄化のメカニズムの検討とともに、比屋根湿地の鳥類生息場としての
整備の検討に有効に活用できるものと思われる。
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資料３ 鳥類既存調査結果

1)既存調査結果（泡瀬海岸）

、 、 、ここでは 泡瀬海岸を護岸の形状や流域の土地利用 下水道整備状況等を参考に

便宜的に、泡瀬３丁目（旧塩田）前干潟、通信施設前干潟、比屋根湿地前干潟、県

総合運動公園前干潟の４地区に区分して、干潟の形質と、鳥類による利用状況を概

説した。

＜泡瀬３丁目（旧塩田）前＞ ＜通信施設前＞

（ ） 、 、 、 、 、・泡瀬３丁目 旧塩田 前の主な鳥類は ダイサギ アオサギ コサギ シロチドリ

ムナグロ、メダイチドリ、トウネン、キョウジョシギ、ダイシャクシギ、ハマシギ等

である。

、 、 、 、 、 、・通信施設前の主な鳥類は アオサギ ダイサギ クロサギ ムナグロ シロチドリ

メダイチドリ、キョウジョシギ、ハマシギ、アカアシシギ等である。

・これらの干潟において、採餌行動（餌生物の種と量）について把握されている鳥類

４種（ダイサギ、クロサギ、ムナグロ、ダイシャクシギ）と食性が類似していると思

われる２種（シロチドリ、チュウシャクシギ）を加えた６種の分布状況を示した。干

潮時の干潟はシロチドリが広い範囲で利用しており、ムナグロの利用個体数も多い。

ダイサギやクロサギは、通信施設前の沖合や、水路流入部の沖合を利用している。

・満潮時には、通信施設地先小島や石積み、また通信施設内の湿地や陸地が鳥類の休

息場として利用されている。

泡瀬３丁目（旧塩田）前

通信施設前

主な環境 主な出現鳥類 鳥類による利用状況

・干潮時には、干潟上での採餌行動や採
餌途中に休息しているのがみられ、下げ
潮で干潟が展開するに従い、水際を追っ
て採餌行動をしている。

・出現した鳥類のうち、優占種は各年と
も、ｼﾛﾁﾄﾞﾘ、ﾑﾅｸﾞﾛ、ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘの順で多
かった。

・満潮時には、通信施設内の湿地や陸
地、また通信施設先小島の石積みや砂浜
へ移動し、休息している。

・ｻｷﾞ類
　ﾀﾞｲｻｷﾞ、ｱｵｻｷﾞ
・ｶﾓ類
　ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ、ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ
・ﾁﾄﾞﾘ類
　ｼﾛﾁﾄﾞﾘ、ﾑﾅｸﾞﾛ、ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ
・ｼｷﾞ類
　ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ、ﾊﾏｼｷﾞ、ｱｶｱｼ
ｼｷﾞ

・ｻｷﾞ類
　ﾀﾞｲｻｷﾞ、ｱｵｻｷﾞ、ｺｻｷﾞ、ｸﾛ
ｻｷﾞ
・ｶﾓ類
　ｺｶﾞﾓ、ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ、ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ
・ﾁﾄﾞﾘ類
　ｼﾛﾁﾄﾞﾘ、ﾑﾅｸﾞﾛ、ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ
・ｼｷﾞ類
　ﾄｳﾈﾝ、ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ、ﾊﾏｼｷﾞ

・干潮時には、干潟上での採餌行動や採
餌途中に休息しているのがみられ、下げ
潮で干潟が展開するに従い、水際を追っ
て採餌行動をしている。

・出現した鳥類のうち、優占種は各年と
も、ｼﾛﾁﾄﾞﾘ、ﾑﾅｸﾞﾛ、キョウジョｼｷﾞの順で
多かった。

・満潮時には、通信施設内の湿地や陸
地、また通信施設先小島の石積みや砂浜
へ移動し、休息している。

＜比屋根湿地前＞ ＜県総合運動公園前＞
、 、 、 、 、 、・比屋根湿地前の主な鳥類は ダイサギ クロサギ コサギ ムナグロ シロチドリ

メダイチドリ、キョウジョシギ、チュウシャクシギ、ダイシャクシギである。
・県総合運動公園前の主な鳥類は、ダイサギ、クロサギ、コサギ、ムナグロ、シロチ
ドリ、メダイチドリ、キョウジョシギ、ハマシギ、ダイシャクシギである。
・これらの干潟において、採餌行動（餌生物の種と量）について把握されている鳥類
４種（ダイサギ、クロサギ、ムナグロ、ダイシャクシギ）と食性が類似していると思
われる２種（シロチドリ、チュウシャクシギ）を加えた６種の分布状況を示した。ム
ナグロが広い範囲で利用しており、利用個体数が最も多い。ダイサギやクロサギは、
比屋根湿地のカルバート開口部前や掘削カ所の水際付近で獲物を待ち伏せたり、採餌
しているのが確認されている、また、沖合の水際を利用している。
・満潮時には、比屋根湿地や、比屋根湿地前の石積み護岸または冠水しない干潟部、

、 。県総合運動公園前湿地 県総合運動公園プールが鳥類の休息場として利用されている

比屋根湿地前

県総合運動公園前 ・ｻｷﾞ類
　ﾀﾞｲｻｷﾞ、ｺｻｷﾞ、ｸﾛｻｷﾞ、ｱｵ
ｻｷﾞ
・ｶﾓ類
　ｺｶﾞﾓ
・ﾁﾄﾞﾘ類
　ﾑﾅｸﾞﾛ、ｼﾛﾁﾄﾞﾘ
・ｼｷﾞ類
　ﾊﾏｼｷﾞ、ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ、ﾄｳﾈﾝ

・干潮時には干潟上での採餌行動や採餌の
途中に休息しているのがみられ、下げ潮で干
潟が展開するに従い、水際を追って採餌行動
している。

・出現した鳥類のうち、優占種は各年とも、ﾑﾅ
ｸﾞﾛ、ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ、ｼﾛﾁﾄﾞﾘの順で多く、泡瀬干
潟の中でも最も多くの個体の利用がみられ
た。

・採餌行動調査では、クロサギは主として魚類
を採餌し、ﾑﾅｸﾞﾛは主として多毛類、その他に
ｶﾆ類や二枚貝類を採餌しているのが確認さ
れている。

・満潮時には、県総合運動公園地先の湿地、
公園内のﾌﾟｰﾙに移動し、休息している。

主な環境 主な出現鳥類 鳥類による利用状況

・ｻｷﾞ類
　ﾀﾞｲｻｷﾞ、ｸﾛｻｷﾞ、ｺｻｷﾞ
・ﾁﾄﾞﾘ類
　ﾑﾅｸﾞﾛ、ｼﾛﾁﾄﾞﾘ、ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ
・ｼｷﾞ類
　ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ、ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ

・干潮時には干潟上での採餌行動や採餌の
途中に休息しているのがみられ、下げ潮で干
潟が展開するに従い、水際を追って採餌行動
している。

・採餌行動調査では、ｸﾛｻｷﾞは主として魚類、
わずかにｶﾆ類を採餌し、ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞはｶﾆ類を
主体にエビ類、貝類（二枚貝）を採餌してい
る。

・満潮時には石積護岸や、残った陸地にﾁﾄﾞﾘ
類のﾑﾅｸﾞﾛ、ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ等やｼｷﾞ類のﾊﾏｼｷﾞ、ｷｮ
ｳｼﾞｮｼｷﾞ等が休息している。
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2)既存調査結果（比屋根湿地）

＜比屋根湿地＞
・比屋根湿地内には水路、干潟、マングローブ（ヒルギ林 、ヨシ原といった環境が）
あり、水辺の鳥の他、陸の鳥の生息が可能な場所である。主な鳥類は、水鳥ではダイ

、 、 、 、 、 、 、サギ チュウサギ コサギ ゴイサギ クロサギ アオサギ リュウキュウヨシゴイ
、 、 、 、 、 、 、コガモ カワセミ ムナグロ コチドリ シロチドリ メダイチドリ セイタカシギ

アカアシシギ、ハマシギ、ヒバリシギ、アオアシシギ、バン、陸鳥ではムクドリ、キ
ジバト、ドバト、ツバメ、リュウキュウツバメ、シロガシラ、ヒヨドリ、ウグイス、
セッカ、メジロ、スズメ、シマキンパラ等である。

これらの環境は、多くの鳥類に採餌場所、休息場所を提供しており、ねぐらや繁殖
場所としての機能も有しているものと思われる（資料－３・ｐ28・図２－３－３参
照 。）

水路

干潟

ヒルギ林

ヨシ原 ・ﾊﾄ類
　ｷｼﾞﾊﾞﾄ
・ﾂﾊﾞﾒ類
　ﾘｭｳｷｭｳﾂﾊﾞﾒ
・ﾋﾖﾄﾞﾘ類
　ｼﾛｶﾞｼﾗ
・ｳｸﾞｲｽ類
　ｳｸﾞｲｽ、ｾｯｶ
・ﾒｼﾞﾛ類
　ﾒｼﾞﾛ

（採餌・ねぐら・休息・営巣場所として利用）

・主に昆虫食性のﾂﾊﾞﾒ類、ｳｸﾞｲｽ類等及び植物の種
子食性のﾊﾄ類が採餌場所として利用しているものと
思われる。

・ﾘｭｳｷｭｳﾂﾊﾞﾒ、ｼﾛｶﾞｼﾗ等が、休息場所・ねぐらとして
利用していると思われる。

・ｼﾛｶﾞｼﾗ、ｳｸﾞｲｽ、ｾｯｶが営巣場所として利用してい
るものと思われる。

（水鳥による採餌場所として利用）

・ｻｷﾞ類、中型のｼｷﾞ類が、ｼｵﾏﾈｷ等の甲殻類、ﾄﾋﾞﾊ
ｾﾞ類ｺﾞｶｲ等の多毛類等を採餌していると思われる。

・ｸｲﾅ類のﾊﾞﾝが植物の種子や昆虫類を採餌してい
るものと思われる。

・ﾁﾄﾞﾘ類・ｼｷﾞ類が、ｺﾞｶｲ等の多毛類及びﾄﾋﾞﾑｼ類等
を採餌していると思われる。

・ｶﾓ類が干潟や水面で採餌している。

・ｻｷﾞ類
　ﾀﾞｲｻｷﾞ、ｺｻｷﾞ、ｱｵｻｷﾞ
・ｶﾓ類
　ｺｶﾞﾓ
･ｸｲﾅ類
　ﾊﾞﾝ
・ﾁﾄﾞﾘ類
　ﾑﾅｸﾞﾛ、ｺﾁﾄﾞﾘ
・ｼｷﾞ類
　ﾊﾏｼｷﾞ、ｾｲﾀｶｼｷﾞ、ｱｶｱｼ
ｼｷﾞ、ｱｵｱｼｼｷﾞ、ﾀｼｷﾞ、ﾋﾊﾞ
ﾘｼｷﾞ

・ｻｷﾞ類
　ﾀﾞｲｻｷﾞ、ｱｵｻｷﾞ、ｺﾞｲｻｷﾞ
・ﾁﾄﾞﾘ類
　ﾑﾅｸﾞﾛ、ｺﾁﾄﾞﾘ
・ｼｷﾞ類
　ｱｶｱｼｼｷﾞ、ｱｵｱｼｼｷﾞ等
・ｸｲﾅ類
　ﾊﾞﾝ
・ﾑｸﾄﾞﾘ類
　ﾑｸﾄﾞﾘ

（水鳥による休息場所・ねぐらとして利用）

・ﾋﾙｷﾞ林（ﾒﾋﾙｷﾞ、ｵﾋﾙｷﾞ、ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ）をｻｷﾞ類が休
息場所として利用している他、ねぐらとして利用して
いるものと思われる。

・主にﾋﾙｷﾞの根元を、ｶﾓ類、ｼｷﾞ類、ﾁﾄﾞﾘ類が休息場
所として利用している。

（水鳥による営巣場所として利用）
・ｸｲﾅ類のﾊﾞﾝがﾋﾙｷﾞの低木に営巣している。

（陸鳥による休息場所・ねぐらとして利用）
・ｼﾛｶﾞｼﾗやﾑｸﾄﾞﾘ類がﾋﾙｷﾞ林を休息場所やねぐらと
して利用しているものと思われる。

主な環境 主な出現鳥類 鳥類による利用状況

・ｻｷﾞ類
　ﾀﾞｲｻｷﾞ、ｺｻｷﾞ、ｱｵｻｷﾞ
・ｶﾜｾﾐ類
　ｶﾜｾﾐ

（水鳥による採餌場所として利用）

・魚類食性のｶﾜｾﾐが小型のﾎﾞﾗ、ﾃｨﾗﾋﾟｱ、ﾊｾﾞ等を採
餌し、ｻｷﾞ類が魚類、甲殻類(ｽﾈﾅｶﾞｴﾋﾞ、ｲﾜｶﾞﾆ類等）
を採餌していると思われる。
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干潟生物（甲殻類，貝類，海藻草類，その他）既存調査結果資料 ４
１． 既存調査結果（総括）

＜ 泡 瀬 海 岸 ＞
・泡瀬海岸の干潟では、礫質性の干潟が大部分を占めており、通信施設南側には砂質の干

潟（一部藻場有り）が見られ、比屋根湿地前では、一部で砂泥質の干潟が見られる。
・干潟生物は、底質と潮位に応じて出現する生物が異なる傾向にある。藻場の見られる通

信施設前では、藻場に特有なﾆｯｺｳｶﾞｲ類等が、砂地では、砂地に特有なﾀﾏｶﾞｲ類，ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
類、礫地ではｶﾝｷﾞｸやｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ等が見られる。また、通信施設前を除き、全域で内湾
に生息するｳﾐﾆﾅ類の個体数が多い。

＜比屋根湿地＞
・湿地内は、南側にﾋﾙｷﾞ林が見られ、ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ湿地に特有な生物が多数確認されており、

規模は小さいながらも多様な環境を有していると推測される。
・藻類，湿地中央部の砂泥地の生物相，北側のヨシ原と水路での生物相は不明。

２． 既存調査結果（泡瀬海岸）
＜泡瀬３丁目(旧塩田)前＞
・海草藻類は、冬季にﾋﾄｴｸﾞｻ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ等が見られた他、ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ等は通年で確認され

ている。
・干潟生物は、潮間帯に生息する貝類や甲殻類が主であるが、消波ブロックや直立護

、 。 、岸が整備されているために 潮間帯上部に生息する種数は少ない傾向にある また
ｸﾞﾝﾊﾞｲﾋﾙｶﾞｵ等の海浜植物の繁茂できる海浜部が存在しないため、ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ類の生息
は見られない。

地区 環境区分
主な

底質環境
砂地 細砂

+
砂礫

砂礫+転石 砂礫
+
転石

水路脇 砂礫
+
転石

護岸 ｺﾝｸﾘｰﾄ

主な出現生物 環境の特徴

＜海草藻類＞
・ﾋﾄｴｸﾞｻ（冬季）
・ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ（冬季）
・ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ
・ｲｿﾀﾞﾝﾂｳ
＜甲殻類＞
・ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
　ﾔﾄﾞｶﾘ科
＜貝類＞
・ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ

・泡瀬第１雨水幹線の出口周辺に広がっている。雨水
幹線からの水は、水路となってこの砂地の部分を流
れている。
・海草藻類では、ﾋﾄｴｸﾞｻ，ﾎﾞｳｱｵﾉﾘが冬季に見られる
他、ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ，ｲｿﾀﾞﾝﾂｳが通年で見られる。平成15年
の夏には、ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻが、僅かではあるが確認され
ている。
・動物では、ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅが毎回の調査で多数確認してお
り、個体数も多い。ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆは過去に２回出現し
ており、最近では平成15年度の冬季に確認されてい
る。

＜海草藻類＞
--
＜甲殻類＞
・ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ
　ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ
＜貝類＞
・ｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ

・泡瀬３丁目(旧塩田)前全域に渡って直立護岸と消波
ブロックが設置されている。
・他の地点に比べ、生物の生息できる環境が乏しいた
め、生物の種数は少なく、特定の種の個体数が多い
傾向にある。

環境条件

泡
瀬
３
丁
目

(

旧
塩
田

)

前

-- ・泡瀬第１雨水幹線の出口から始まり、水路となって
この砂地の部分を流れている。
・水路近傍で出現した生物のデータは無い。

＜海草藻類＞
・ﾋﾄｴｸﾞｻ（冬季）
　ﾐﾄﾞﾘｹﾞ
　ｱｵﾉﾘ属
　ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ
＜甲殻類＞
・ﾔﾄﾞｶﾘ科
　ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
　（近年減少）
＜貝類＞
・ｶﾝｷﾞｸ
　ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
　ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ

・泡瀬３丁目(旧塩田)前に最も多い底質である。
・植物では、ﾋﾄｴｸﾞｻが冬季に見られる他、ﾐﾄﾞﾘｹﾞ，ｱｵ
ﾉﾘ属，ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ等が転石上に見られる。
・甲殻類ではﾔﾄﾞｶﾘ科とﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆが多く見られる
が、ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆは平成12年度の調査では「ｃｃ（非常
に多い）」というランクであったが、平成14年度からは
「ｒ（少ない）～ｒｒ（非常に少ない）」のランクにまで低下
している。
・貝類では、ｶﾝｷﾞｸとｲﾎﾞｳﾐﾆﾅが毎回の調査で出現
し、特にｲﾎﾞｳﾐﾆﾅは平成15年度の冬には「ｃｃ（非常に
多い」というランクであった。
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＜通信施設前＞
・海草藻類は、通信施設前において南側に砂質性干潟が存在しており、干潮時にも水

が残る地点ではﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻやｳﾐﾋﾙﾓ等の海草類やｲｿｽｷﾞﾅ等の海藻類が見られる。ま
た底質が岩等の安定した場所では、ﾋﾒﾊﾓｸ等の海藻類が生育する。

・干潟生物は、砂質の地点において他の３地区（泡瀬３丁目(旧塩田)前，比屋根湿地
前，県総合運動公園前）と異なる生物相が見られる。特に東側の藻場では、ﾆｯｺｳｶﾞｲ
類等の藻場に特有な生物が生息する。

地区 環境区分
主な

底質環境
砂地

（写真無し）

細砂

細砂
+
砂礫

砂礫+転石 砂礫
+
転石

護岸 ｺﾝｸﾘｰﾄ

主な出現生物 環境の特徴

・通信施設南側に広がる環境であり、干潟の最も沖
側に広がっている。
・海草藻類では、ﾋﾄｴｸﾞｻ，ﾎﾞｳｱｵﾉﾘが冬季に見られる
他、通年でｲｿｽｷﾞﾅが見られる。その他にﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞ
ｻ等の海草類も見られる。
・動物では、ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆが調査ごとに確認されてい
る他、ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ等の砂地に潜って生息する貝類が確
認されている。

＜海草藻類＞
・ﾋﾄｴｸﾞｻ（冬季）
・ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ（冬季）
・ｲｿｽｷﾞﾅ
・ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ

＜甲殻類＞
・ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
　ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
　ｽﾅﾓｸﾞﾘ属
＜貝類＞
・ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ

-- ・通信施設東側に設置されている直立護岸である。
・既存調査は実施されていないため、生物相は不明
である。

環境条件

通
信
施
設
前

・通信施設南側に広がる環境であり、上記の細砂を
主とする砂地より陸側に広がっている。
・泡瀬３丁目(旧塩田)前や県総合運動公園の砂礫地
では見られないｲｿｽｷﾞﾅ等の海藻類が繁茂している
他、ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ等の海草類が見られる。
・動物では、ﾔﾄﾞｶﾘ科等の甲殻類や、ｶﾝｷﾞｸ等の貝類
が調査期間中に普通に確認されており、特にﾐﾅﾐｺﾒﾂ
ｷｶﾞﾆが調査ごとに多数の個体が確認されている。

・通信施設南側に広がる環境であり、上記の細砂を
主とする砂地より陸側に広がっている。
・泡瀬３丁目(旧塩田）前や県総合運動公園の砂礫地
では見られないｲｿｽｷﾞﾅ等の海藻類が繁茂している
他、ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ等の海草類が見られる。
・動物では、ﾔﾄﾞｶﾘ科等の甲殻類や、ｶﾝｷﾞｸ，ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞ
ｶﾗ等の貝類が調査期間中に普通に確認されたが、特
定の種が優占していない。

＜海草藻類＞
・ﾋﾄｴｸﾞｻ（冬季）
　ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ（冬季）
　ｱｵﾉﾘ属（冬季）
　ｲｿｽｷﾞﾅ

＜甲殻類＞
・ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
　ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
　ﾔﾄﾞｶﾘ科
　ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ
　ｽﾅﾓｸﾞﾘ属
＜貝類＞
・ｶﾝｷﾞｸ

＜海草藻類＞
・ﾋﾄｴｸﾞｻ（冬季）
　ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ（冬季）
　ｱｵﾉﾘ属（冬季）
　ｲｿｽｷﾞﾅ
＜甲殻類＞
・ﾔﾄﾞｶﾘ科

＜貝類＞
・ｶﾝｷﾞｸ
　ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗ
　ｷｲﾛﾀﾞｶﾗ
　ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ
　ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ

＜比屋根湿地前＞
・海草藻類は、冬季にｱｵﾉﾘ属が高い被度で確認されている。
・干潟生物は、砂泥を好む生物相が見られ、ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆやﾄｶｹﾞﾊｾﾞはその代表である。

また、貝類では淡水の影響のある高潮帯の湿地に出現するｵｶﾐﾐｶﾞｲ類も多数確認され
ている。

地区 環境区分
主な

底質環境
泥 泥

砂泥 砂泥

砂礫+転石 砂礫
+
転石

水路
（南側出口周辺）

砂礫
+
転石

護岸 石積み ＜海草藻類＞
　　--
＜甲殻類＞
　　--
＜貝類＞
　　--

・県道227号線沿いは、石積み護岸が整備されてい
る。
・護岸での生物相は不明である。

環境条件

比
屋
根
湿
地
前

＜海草藻類＞
・ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ（冬季）
　ｱｵﾉﾘ属（冬季）
＜甲殻類＞
・ﾔﾄﾞｶﾘ科
＜貝類＞
・ｶﾝｷﾞｸ
　ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ
　ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ
　ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ
　ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ
　ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ

・比屋根湿地前面の最も陸側と南側に広がっている。
・海草藻類では、冬季にﾎﾞｳｱｵﾉﾘ，ｱｵﾉﾘ属が見られ
る。
・動物では、ｶﾝｷﾞｸ，ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ，ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ，ﾏﾙｱ
ﾏｵﾌﾞﾈ等の砂礫地に生息する種が見られる。
・過年度調査では、転石下にｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆの生息が
確認されている。

＜海草藻類＞
　　--
＜甲殻類＞
・ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ
　ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
＜貝類＞
・ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
　ﾍﾅﾀﾘ

・比屋根湿地前面の大部分を占める底質であり、上
記の泥地の周囲に広がっている。
・大型（目視できる大きさ）の海草藻類の繁茂は見ら
れない。
・動物では、ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ，ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ，ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ，ﾍﾅﾀ
ﾘの生息個体数が多い。

＜海草藻類＞
　　--
＜甲殻類＞
・ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ
　ﾔﾄﾞｶﾘ科
＜貝類＞
・ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ科
　ｼｲﾉﾐﾐｶﾞｲ
　ﾍｿｱｷｺﾐﾐｶﾞｲ
　ﾁﾋﾞﾊﾏｼｲﾉﾐ
　ﾎｿﾊﾏｼｲﾉﾐ

・比屋根湿地から流れ出る水路で、県道の下はカル
バートにより繋がっている。前面北側，南側の２ヶ所
に存在するが、湿地からの水は、その殆どが南側か
ら海へと注ぐ。
・海草藻類はこの付近で調査はされていない。。
・動物では、水路際にｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ，高潮帯にｵ
ｶﾐﾐｶﾞｲ科の種数が多い（山下と名和　2003）。

主な出現生物 環境の特徴

＜海草藻類＞
　　--
＜魚類＞
・ﾄｶｹﾞﾊｾﾞ
＜甲殻類＞
・ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ
＜貝類＞
・ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
　ﾍﾅﾀﾘ

・比屋根湿地前面に一部見られる。
・大型（目視できる大きさ）の海草藻類の繁茂は見ら
れない。
・動物では、泥地に生息するｵｻｶﾞﾆ類やﾄｶｹﾞﾊｾﾞが確
認されている。
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＜県総合運動公園前＞
・海草藻類は、塩性湿地周辺でｶﾜﾂﾙﾓが確認された他、砂礫+転石周辺で平成14年の冬

季にのみﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ等が確認されている。
・干潟生物は、ｳﾐﾆﾅ類の個体数が多く、転石にはﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈやｶﾝｷﾞｸ等の生物が生息して

いる。平成12年度の調査ではﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆが多数生息していたが、近年では確認され
ていない。

地区 環境区分
主な

底質環境
砂泥 砂泥

+
礫

砂礫+転石 砂礫
+
転石

岩礁 岩

塩性湿地周辺 --

・県総合運動公園前の大部分を占める底質であり、
ほぼ全域に見られる。
・平成14年冬季のみｼｵﾐﾄﾞﾛ科やﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻが普通
に見られた。その他の調査年度では、海草藻類の出
現は少ない。
・動物では、ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ，ﾍﾅﾀﾘの出現個体数が多い。ﾐ
ﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆは平成12年度の調査で確認されたのみ
で、近年は確認されていない。

＜海草藻類＞
　　ｶﾜﾂﾙﾓ
＜甲殻類＞
　　--
＜貝類＞
　　--

・海岸の後背地に広がる塩性湿地。
・平成８年度では海と繋がっており、潮の干満による
海水の出入りが認められたが、近年に砂の堆積によ
り湾が締め切られて出来た湿地である。
・生物の調査は行われていないが、平成15年度の写
真撮影時にｶﾜﾂﾙﾓが繁茂しているのが確認されてい
る。

主な出現生物 環境の特徴

＜海草藻類＞
　　--
＜甲殻類＞
・ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ
＜貝類＞
・ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
　ﾍﾅﾀﾘ

・平成５年度の調査では、砂泥であったが、現在は砂
泥に礫が混じっている。
・平成５年度では、ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ，ﾍﾅﾀﾘ，ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ等
が見られた地点である。
・この地点では海藻類の調査は行われていない。

環境条件

県
総
合
運
動
公
園
前

＜海草藻類＞
　　--
＜甲殻類＞
　　--
＜貝類＞
　　--

・県総合運動公園前に一部見られる地形である。
・平成５年度の調査では、岩礁性の生物が確認され
ているが、生物種，個体数等の詳細は不明。

＜海草藻類＞
・ｼｵﾐﾄﾞﾛ科
　（Ｈ14冬季のみ）
　ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ
　（Ｈ14冬季のみ）
＜甲殻類＞
・ﾔﾄﾞｶﾘ科
＜貝類＞
・ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
　ﾍﾅﾀﾘ

＜比屋根湿地＞
・藻類調査は実施されていない。
・湿地では ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ湿地に特有の生物が多数確認され ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ科 ｽﾅｶﾞﾆ科 ｵｶﾐﾐｶﾞ、 、 ， ，

ｲ科の種数が多い。植生，地盤高，底質に応じて生息する種は異なる傾向にある。
・水路では、ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸﾃｨﾗﾋﾟｱ、ｺﾎﾞﾗ等の水質汚濁に強い生物が生息している。

環境区分
地盤高
（cm）

底質

水路

～25 --

干潟

25～50 泥

50～75 砂泥～礫

ヒルギ林

50～75 砂泥～礫

石積み護岸

75～ --

ヨシ原

75～ --

＊地盤高は、平成12年度の地盤高測定結果を参考にした。

主な出現生物
環境条件

環境の特徴、生物の利用状況

＜魚類＞
  ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸﾃｨﾗﾋﾟｱ
　ｺﾎﾞﾗ
  ｲｽﾞﾐﾊｾﾞ
　ﾅﾐﾊｾﾞ

＜甲殻類＞
  ｽﾈﾅｶﾞｴﾋﾞ
　ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ
　ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ

・県総合運動公園側を流れる水路は、干潟上を蛇行，
分岐しながら緩やかに流れる。
・ヨシ原を流れる水路は、湿地出口までほぼ直線状であ
る。
・水路内には、水質汚濁に強い生物が生息。
・流れが緩やかな淵では、ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸﾃｨﾗﾋﾟｱやｽﾈﾅｶﾞｴﾋﾞ
等が見られる。
・水路の流れの有る部分では、ｺﾎﾞﾗ等が生息。
・落ち葉等が溜まる小さな淵には、ｲｽﾞﾐﾊｾﾞやﾅﾐﾊｾﾞが
見られる。

・干潟環境（下欄の砂泥～礫の干潟環境を含む）は、既
存文献から鳥類の採餌場として利用度の高い場所であ
ると推測されている。
・主に水路近傍に広がっており、県総合運動公園側に
見られる環境である。
・干潮時に水の残る場所では、ｵｻｶﾞﾆ類の巣穴が多数
見られる。
・水路脇では、ﾄﾋﾞﾊｾﾞやﾍﾅﾀﾘが生息し、特にﾍﾅﾀﾘは高
密度で生息する場所も有る。

＜魚類＞
  ﾄﾋﾞﾊｾﾞ
  ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞ

＜甲殻類＞
  ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ

＜貝類＞
  ﾍﾅﾀﾘ
  ｶﾜｱｲ
　ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ

＜甲殻類＞
  ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ
　ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ
　ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ

＜魚類＞
  ﾅﾐﾊｾﾞ， ｲｽﾞﾐﾊｾﾞ

＜甲殻類＞
  ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ
　ﾘｰﾁｱｼﾊﾗｶﾞﾆ
　ﾔｴﾔﾏｼｵﾏﾈｷ
  ﾍﾞﾆｼｵﾏﾈｷ
　ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ

＜貝類＞
  ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ， ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ
  ｲﾛﾀﾏｷﾋﾞ，ｺﾊｸｵｶﾐﾐｶﾞｲ
　ｳﾗｼﾏﾐﾐｶﾞｲ，ｵｶﾐﾐｶﾞｲ類

・主に水路近傍に広がっており、県総合運動公園側に
見られる環境である。
・砂泥～礫の環境は、水路からやや離れた場所に広
がっている。
・水路に近い場所の砂地では、主にﾋﾒｼｵﾏﾈｷが生息
し、砂地から礫地にかけてｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷが生息し
ている。

・主に県総合運動公園側に広がり、近年その面積は増
加傾向にある。
・林内の水溜まりには、ﾅﾐﾊｾﾞやｲｽﾞﾐﾊｾﾞが生息。
・樹上には、ｳﾗｼﾏﾐﾐｶﾞｲ，ｲﾛﾀﾏｷﾋﾞ，ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘが見られ
る。
・流木やゴミ等の下（湿った場所）に、ｵｶﾐﾐｶﾞｲ類が生
息。
・地盤高の高い場所には、ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ，ﾍﾞﾆｼｵﾏﾈｷ，ｵｷ
ﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ等が生息。

未調査の為、不明。 ・主にサンエー側に広がっており、比屋根湿地の半分以
上の面積を占めている（面積等の詳細は未調査）。

＜甲殻類＞
  ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ
　ｶﾉｺｾﾋﾞﾛｶﾞﾆ
　ﾌｼﾞﾃｶﾞﾆ
　ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ
　ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ

・主に県総合運動公園側，県道133号線脇に設置されて
いる。
・石の間隙にｶﾉｺｾﾋﾞﾛｶﾞﾆやﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆが生息。
・石上にﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ等のフジツボ類が付着。
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